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繊維産業の持つ高いポテンシャルにより実現した
従来の常識を打ち破る接触材
ユニークな構造から、浮遊物質（以下SS）が高い
廃水での処理可能
汚泥保持性能が高く安定しているため、
従来にない革命効果が得られる
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①バイオフリンジは、浮遊物質の混入に強く、東日本緊急
対策として仙台市南蒲生浄化センターの復旧に採用さ
れた。BOD容積負荷13kg/m3．日（材負荷17ｋｇ/m3
．日）の高負荷にも係らず、順調に運転している。
（図1南蒲生浄化センター）
②バイオフリンジの優れた浮遊物質処理能力により、パ
ルプ廃水処理において、浮遊物質処理工程を省略可能
にした。この処理水は大井川に放流されているが、10
年間トラブル無く運転できている。

③バイオフリンジを使ったBF-AO法は高度処理ＡＳＰ（
Active Sludge Process）や流動担体法、MBR法に
比べ、建設コストや運転コストが安くつき、必要スペー
スも少ない。（図3　各法コスト比較）

①バイオフリンジの高い汚泥保持性能から、低濃度廃水
の短時間処理が可能　高度処理に適用

②南蒲生浄化センターの実績から、通常時は標準活性汚
泥法とバイオフリンジ法との併用運転、災害時は、バイ
オフリンジのみで運転可能な減災型下水道処理現場
（図3 減災型下水処理場）
③中国の厳しい1A（BOD5～10ｍｇ/L）水質水準を満
足するシステムであり、しかも中国システムと比べると
コストは1/2である。この著しい競争力と革命効果に
より水メジャーとなった。

日本国内では450件以上（世界唯一）
更に海外では台湾・中国・マレーシア・米国・インドと
グローバル展開を行っている。

◎活性汚泥法の曝気槽の能力を飛躍的に高めることが
出来、新設の場合は装置の小型化が出来、既設の場
合は、曝気槽の増設無く能力を上げることができる。
◎加圧浮上槽等の前処理が不要となり、発生汚泥量を
大幅に削減できる。
◎負荷変動に強くなり運転管理が容易となる。又バイオフ
リンジは15年以上（10年保証）の長期使用に耐えるた
め、一度導入したらメンテナンスフリーで運転できる。
◎完全硝化能力を持つため、更にBODの存在下で硝
化が進むため、硝化槽の容量を減少できる。
◎嫌気前処理に使用すると、通常の活性汚泥法では処
理が難しい難分解性物質やSSも処理が可能となる。
◎当社は材料供給のみでなく、各種廃水処理のノウハウ
を持っているため、顧客への技術コンサルタントが可能

E-Mail / koyama@net-bio.jp http://www.net-bio.jp

図2 各法コスト比較 

図1 南蒲生浄化センター

図3 減災型下水処理場


